
京 都 芸 術 大 学 通 信 教 育 部 

空間演出デザインコース 
入学ガイダンス

②
卒業へ向かって



学習のスタート
・教務ガイダンス資料を理解する！ 
・コースガイドを熟読する！ 
・airUマイページを触り慣れる！ 
・卒業要件、卒業制作着手要件を理解する!!! 
・通信教育部の履修形態を理解する!!!

・卒業までの学習計画を立てる!!! 
・まずは10単位修得を目指す!!!（ドリルから！） 
・困ったら学習ガイド、airU学習ガイドを活用！ 
・オープンゼミやコンシェルジュも有効活用！

『コースガイド』p7参照



卒業要件の確認

●「卒業制作3～6」受講申込時期と履修の前提条件の合格期日

スクーリング開催回 申込時期
（郵送は必着、Webは13：00まで）

テキスト科目の合格期日 スクーリング科目の合格期日

空間演出デザイン演習Ⅲ-1、
空間演出デザイン演習Ⅲ-2

「空間演出デザインⅤ-1～10」
から6つ以上

卒業制作1、2

秋期
（10～12月開講）

先
行 8/17～26

7月度（7/20【必着】）まで
に提出の課題が合格済み

7月末までに合格済み
履修中

追
加 9/10～10/4（※）

8月度（8/20【必着】）まで
に提出の課題が合格済み

9月末までに合格済み（※）

卒業制作スクーリングは年に2回の申し込みとなります。春期（4～6月開講）の申込時期に「卒業制作1、2」ス
クーリングを2つ申し込み、秋期（10～12月開講）の申込時期に「卒業制作3～6」スクーリングを4つまとめて
申し込んでください。受講会場は同一会場での受講とします。
卒業制作スクーリングは必ず追加募集を行います。
（※）9月末で申込条件を満たす場合は9/27 13:00 ～申し込み可能となります。

●卒業制作の単位認定と「空間演出デザイン演習Ⅳ」の提出期間
卒業制作はテキスト科目「空間演出デザイン演習Ⅳ」（4単位）とスクーリング科目「卒業制作」（6単位）を一
括認定します。したがって、課題の1つあるいはスクーリングの1つでも合格できなければどちらの科目も単位
認定はできません。
「空間演出デザイン演習Ⅳ」（4単位）第1課題の提出期間は9月度（9/11～20【必着】）、10月度（10/11～21【必着】）、
第2課題の提出期間は2月度（2/1～2/7【必着】）です。提出期間に留意して計画的に学習を進めてください。

卒業要件
入学区分（卒業要件）

（注1） 科目群 修得すべき単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

1年次入学
（124単位以上）

総合教育科目 指定なし
学部共通専門教育科目 12単位以上 （注3）
コース専門演習Ｔ科目 24単位以上 すべての科目が必修

コース専門演習Ｓ科目 24単位以上 「空間演出デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「卒業制作」必修、
「空間演出デザインⅤ－1～10」から6科目選択必修

その他 （注2） 　
合計 124単位以上 Ｓ科目30単位以上

3年次編入学
（62単位以上）

総合教育科目 指定なし
学部共通専門教育科目 12単位以上 （注3）
コース専門演習Ｔ科目 24単位以上 すべての科目が必修

コース専門演習Ｓ科目 24単位以上 「空間演出デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「卒業制作」必修、
「空間演出デザインⅤ－1～10」から6科目選択必修

その他 （注2）
合計 62単位以上

編入学生の卒業要件については、お手元の「入学許可証・卒業要件通知」を確認してください。

（注1） 2016年度以前入学の2年次編入学（卒業要件84単位以上）の卒業要件、卒業制作着手要件は、3年次編入学（卒業要件
62単位以上）に同じ。ただし、卒業要件では合計が84単位以上あること、3年以上在学していること（休学期間を除く）。
卒業制作着手要件では合計が40単位以上あること、2年以上在学していること（休学期間を除く）。

（注2） 「その他」については、総合教育科目、学部共通専門教育科目、コース専門演習S科目・T科目（編入学生で必修以外
の科目がある場合）、資格関連科目などから自由に選択し合計単位数を満たすこと。

（注3） 卒業制作着手要件では、「マーケティング概論＋ブランディングデザイン論　または　マーケティング論（＊）」、「イン
テリア計画論1」、「生活空間デザイン史」の8単位が必修。卒業要件では「インテリア計画論2」、「空間構成材料」を
含む12単位が必修。 
（＊） 2016年度までに「マーケティング論（4単位）」を単位修得済みの方は「マーケティング概論」「ブランディングデ

ザイン論」を履修することはできません。

7

計60単位

計60単位

『コースガイド』p7参照

卒業に必要な専門科目は60単位で共通
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7. 履修条件図
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二級建築受験資格取得を目指す人のみ、資格指定科目を追加で履修（卒制着手年度の秋期まで）

『コースガイド』pp.10-11参照

コース専門科目 
 必修60単位 

（+選択1単位＝61単位※） 
※空間演出デザイン概論「スターター」を受講した場合
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7. 履修条件図
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1年次入学生：4年間履修のイメージ

1 2 3 4

『コースガイド』pp.10-11参照



3年次編入学生：最短2年間履修イメージ

ѐ.3

7. 履修条件図
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1 2

『コースガイド』pp.10-11参照

あくまでイメージ：実際は1年目にもう少し学習を進めたい



卒業要件の確認
【1年次入学生】合計 124単位 以上

コース専門必修科目単位数の合計は60単位。 
残り 64単位 以上を 
総合教育科目や学部共通専門科目で修得する必要あり。
注意：124単位以上のうちS科目は30単位以上修得する必要あり。 
　　　（WS科目でも受講可能）

【3年次編入学生】合計 62単位 以上
コース専門必修科目単位数の合計は60単位。 
残り 2単位 以上を 
総合教育科目や学部共通専門科目で修得する必要あり。
ちなみに：スターターを履修したらあと1単位！

※ 二級建築士受験・登録資格を 
　 取得する場合は66～70単位以上

『コースガイド』p7参照



卒業制作着手要件
入学区分（卒業要件）

（注1） 科目群 修得すべき
単位数 備考（左記のうち、修得すべき科目など）

1年次入学
（124単位以上）

学部共通専門教育科目 8単位以上 （注3）

コース専門演習Ｔ科目 16単位以上 「デザイン基礎1・2（空間演出デザイン）」「空間演出デ
ザイン基礎1・2」「空間演出デザイン演習Ⅰ・Ⅱ」必修

コース専門演習Ｓ科目 12単位以上 「空間演出デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」必修
その他 （注2） 　
合計 90単位以上 3年以上在学していること（休学期間を除く）

3年次編入学
（62単位以上）

学部共通専門教育科目 8単位以上 （注3）

コース専門演習Ｔ科目 16単位以上 「デザイン基礎1・2（空間演出デザイン）」「空間演出デ
ザイン基礎1・2」「空間演出デザイン演習Ⅰ・Ⅱ」必修

コース専門演習Ｓ科目 12単位以上 「空間演出デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」必修
その他 （注2） 　
合計 36単位以上 1年以上在学していること（休学期間を除く）

卒業制作着手要件の確認

計36単位

計36単位

『コースガイド』p6参照

卒業制作着手に必要な専門科目は36単位で共通

1年次入学の方は、卒業制作着手に必要な総単位数に注意
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7. 履修条件図
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卒業制作着手要件

『コースガイド』pp.10-11参照

卒業制作着手の前年度までに履修済み 
＋総単位数（1年次入学の場合90単位）

着

実際はこのラインぎりぎりで着手すると最終年度が大変です!

このラインをできるだけ 
超えて着手したい！



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.●～●参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.●、pp.●～●参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

TW テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

S スクーリング科目

夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.●～●を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。

　詳細は『学習ガイド』p.●を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.●～●参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.●～●参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.●～●参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.●参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.●～●を確認してください。

4

通信教育部の履修形態

『コースガイド』p4参照

コース専門科目は、TR・TW・TX・S の４種類
１年次入学の方は WS や GS でも単位を稼ごう！

『学習ガイド』 p11-13参照
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7. 履修条件図
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TW・TX科目 →自宅で作品制作
（TXは4年次卒業制作のみ）

TR科目 →自宅でレポート作成と試験

『コースガイド』pp.10-11参照

S科目 →キャンパスで受講
（一部科目では遠隔で受講）



二級建築士資格指定科目
（※詳細は本書 p.30 参照）

二級建築士資格の取得希望者は卒業迄に
単位取得する必要があります。
（※詳細は本書p.30 参照）

遠隔
のみ

遠隔
のみ

遠隔
のみ

「卒業制作3
～6」の履修の
前提条件のクリア
（★★印の3年次
TW2科目とS6
科目、卒業制作
1、2を合格）

遠隔授業が選べます。E 遠隔授業が選べます。E

EE

E

E

E

E

E

E

E

E

E E

遠隔授業で構成されています。E

E

E

7. 履修条件図
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二級建築士資格指定科目
（※詳細は本書 p.30 参照）

二級建築士資格の取得希望者は卒業迄に
単位取得する必要があります。
（※詳細は本書p.30 参照）

遠隔
のみ

遠隔
のみ

遠隔
のみ

「卒業制作3
～6」の履修の
前提条件のクリア
（★★印の3年次
TW2科目とS6
科目、卒業制作
1、2を合格）

遠隔授業が選べます。E 遠隔授業が選べます。E

EE

E

E

E

E

E

E

E

E

E E

遠隔授業で構成されています。E

E

E

二級建築士資格指定科目
（※詳細は本書 p.30 参照）

二級建築士資格の取得希望者は卒業迄に
単位取得する必要があります。
（※詳細は本書p.30 参照）

遠隔
のみ

遠隔
のみ

遠隔
のみ

「卒業制作3
～6」の履修の
前提条件のクリア
（★★印の3年次
TW2科目とS6
科目、卒業制作
1、2を合格）

遠隔授業が選べます。E 遠隔授業が選べます。E

EE

E

E

E

E

E

E

E

E

E E

遠隔授業で構成されています。E

E

E

11

『コースガイド』pp.10-11参照

遠隔授業が選べる科目 
（1,2年次S科目は全て） 遠隔授業が選べる科目 

（3年次S科目）



学習計画を立てよう

初年度 毎年 随時

学習 卒業・修了卒業・修了要件の確認 履修プランを立てる 履修プランを見直す
卒業・修了要件を確認し、
何年で卒業・修了するか
を決めましょう！

シラバスを見て履修科目
を決め、履修プランを作成
しましょう！

履修途中にも計画にズレ
がないかを確認しながら
履修プランを調整しまし
ょう！

『学習ガイド』 p14参照
『コースガイド』p7参照

（履修プラン）

まずは卒業に向けて今年度何単位修得を目指すのか 
を定め、必ず１年間の学習計画を立てましょう！
※すべてのガイダンス動画を確認してから 
　空間演出デザインI-1の事前課題「学習計画表」に取り組もう！



綿密な学習計画が卒業を達成するためには不可欠です。 
卒業を目指して、一緒にがんばってきましょう！


